
【令和５年６月総合教育会議資料】

大村市内の小・中学校におけるＰＴＡの現状と課題

社会教育課

１ 「ＰＴＡ」とは

ＰＴＡ（Parent-Teacher Association の略語）は、社会教育関係団体の一つである。

２ ＰＴＡの誕生（長崎県・全国）

（参考：長崎県ＰＴＡ連合会ＨＰ『連合会案内/連合会概要』）

（参考：日本ＰＴＡ全国協議会ＨＰ『日本ＰＴＡのあゆみ/第１章 ＰＴＡの誕生と発展』）

３ ＰＴＡの加入状況（長崎県・全国）

※１ 長崎県ＰＴＡ連合会に加入している会員数（長崎県ＰＴＡ連合会確認）

※２ 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会に加入している会員数（参考：日本ＰＴＡ全国協議会ＨＰ『日

本ＰＴＡ全国協議会とは/組織について』）

【社会教育関係団体】

法人であると否とを問わず、公の支配に属しない団体で社会教育に関する事業を行

うことを主たる目的とするものをいう。（社会教育法第１０条）

※ＰＴＡ、子ども会、青年団、婦人会等

県内の会員数 ８６，１１２人（令和４年度） ※１

全国の会員数 約８００万人 ※２

昭和２１年１０月 文部省内に「父母と先生の会委員会」を設置

昭和２２年３月 「父母と先生の会委員会」が「ＰＴＡ結成の手引き」を作成

（手引書は、全国都道府県知事宛てに文部事務次官名で送達）

昭和２３年４月 全国の小・中学校の約７割がＰＴＡを設置

昭和２４年９月 長崎県ＰＴＡ連合会設立

昭和２５年１月 小学校の９３％、中学校の８９％がＰＴＡを設置

昭和２７年１０月 「日本父母と先生の会全国団体結成大会」の開催（全国団体結成）

ＰＴＡは、「子どもたちの健全な育成を図ること」を目的に、会員である保護者と

教職員が協力して、下のような活動を行う自主的な団体である。

○ 家庭教育及び学校教育についての学習をはじめ、成人教育に関する諸活動を行う。

○ 子どもたちの学校外における諸活動や健全育成に関する活動を行う。

○ 地域の教育環境の改善を図る活動を行う。

○ 地域の方々や各種機関・団体と連携し、協力を図る。

（出典：長崎県教育庁生涯学習課『ＰＴＡなび』５ページ）
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４ 大村市のＰＴＡの現状

(1) ＰＴＡの主な活動

研修会の開催、広報紙の発行、校内外の美化活動、運動会など学校や地域行事への

運営協力、防犯活動など。

(2) ＰＴＡの加入状況

市内小・中学校のＰＴＡの会員数（世帯数＋教職員数）は下記のとおり。

ほぼ全世帯がＰＴＡに加入している状況である。

（参考：令和５年度大村市ＰＴＡ連合会定期総会資料）

５ ＰＴＡ活動の良い点

（参考：大村市ＰＴＡ連合会顧問（前会長）資料）

６ ＰＴＡ活動の課題

⇒これらの問題を解決していくために取り組むべきことが「課題」

大村市立小・中学校ＰＴＡの会員数 ８，０３７人

全国的によく言われるＰＴＡの問題点

(1) 加入が強制的

(2) 役員のなり手がない

(3) 役員（係）の仕事がきつい

(4) 頻繁にある集まりが苦痛 など

（参考：大村市ＰＴＡ連合会顧問（前会長）資料）

(1) 学校に行く機会が増え、子どもの様子がよくわかる。

(2) 教職員とよく話ができるので、学校の考え方などがわかりやすい。

(3) 教職員だけでなく、保護者に知り合いが増え、いろいろな情報が入りやすい。


